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１．はじめに 
 
　諺は長い歳月に渡って民衆の口から口へと言い
伝えられてきたものであるため，中にはその民族
の生活様式をはじめ，思考様式や言語様式などを
反映したものが豊富に含まれている．従って，異
民族の諺の研究及び対照研究は異文化間における
相互理解のための最も良い手がかりとなるものと
も言える． 
　日韓両国における現存する諺は，韓国の場合は
朝鮮時代のものが，日本の場合は近世，特に江戸
時代のものが主流を成していることから，両国の
諺の中には当時の人間像及び生活像が窺えるもの
が豊富に含まれていると思われる． 
　さて，本稿は，諺が様々な人間関係の下で形成
されたものという点に焦点を当てて，その中でも
特に，男女に関する諺の表現を研究の対象とし，
そこから見られる男性観と女性観の特徴を明らか
にすることを目的とする．諺はそれが使われてい
た当時の民衆意識を鏡のように映す言語の媒体と
言うならば，それを通して当時の男女に対する認
識，つまり男性観と女性観をはじめ，男女の地位
関係をも明らかにすることができると思われる． 
　日韓両国における諺の対照研究のうち，男性と
女性に関する諺を対象とした先行研究（李乙順
（1982），金明姫（1989），金周光（1993），崔聖坤
（1995），安美貞（1998））は，韓国の学者による
ものがいくつか見られる程度にとどまっている．
これらの先行研究は，主に表現上の意味内容によ
る女性観の比較にとどまっており，類似の女性観
だけを強調している傾向が強いため，両国におけ
る女性観の特徴を明らかにしたと言えるようなも
のは見受けられない．さらに，両国における女性
観の特徴を明らかにするためには男性観に対する
考察も欠かせないものと思われるが，いずれも女
性観だけをもって女性の地位の様相を論じている． 
　そこで，筆者は両国の諺の中から男女に関する
表現の全てを取り出し，そこに見られる男女観に
対する分析考察を試みることにする．特に，ここ
では男女に対する認識という側面に焦点を当てて
論を進める． 
　研究の方法としては，両国の諺辞典（韓国の方
は『俗談辞典』（李基文　1980），日本の方は『故
事ことわざの辞典』（尚学図書　1986））（1）から，
まず，女性と男性に関連する用例表現を抽出し，
そのうち，女性と男性に対する認識が含まれてい
る表現のみを本稿の対象と用いることにする．こ
の際には中国の出典を持つ表現は省く．本稿で扱
う諺総数は韓国の場合は総178用例（男：75／女：
103）であり，日本の場合は総 185用例（男：71
／女：114）である．なお，女性と男性に対する
認識の様相は男女別に取り分け，両国の共通の認
識と相違の認識とに細分したものを表にまとめる
ことにする． 
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２．両言語の諺に見られる男性観の特徴 
 
２．１　男性に対する共通の認識 
　両言語の諺に共通に見られる男性に対する様々
な認識の様相は，大きく男性の属性と男性が備え
るべき性質及び行動（振る舞い）とに二つの項目
に取り分けることができ，それをまとめたものが
次の表１である． 
 
２．１．１　　共通に見られる男性の属性 
（１）道楽を好むもの 
　両国とも男性はそもそも女色，酒，博打を好む
ものだと強調しているものが目立つ． 
 
　　　日）煎り豆と小娘は傍にあると手が出る 
　　　　　酒と女と博打には錠おろせ 
　　　　　色と欲と酒とは敵としるべし 
韓） （水を見つ
けた雁が山を越えて行くもんか） 
 
（煎り豆と若い女は傍にいるとほうっ
ておかない） 
（博打は元手で滅びる） 
（慌てる奴が酒代を先に払う） 
 
　中には特に，男性の女色を好む属性を示したも
のが最も多く，道楽に溺れている男性に対する戒
めを表したものも見られる． 
　上記に見られる日本の「煎り豆と小娘は傍にあ
ると手が出る」と韓国の「
（煎り豆と若い女は
韓国の諺（男性の諺総数（75））日本の諺（男性の諺総数（71））
用例数認識の内容の項目用例数認識の内容の項目
14
女色を好むもの（８）
博打をするもの（２）
男の博打への警告（３）
18
女郎買いに対する警告（７）
女色を好むもの（５）
女色・酒〈好評〉（１）
色を好まない男への嘲弄（１）
女の誘惑に応じない男は恥（１）
色・欲・酒好む男に警告（２）
酒・女・博打の男に警告（１）
属性 ９
男は外のもの（５）
農作業の担い手（４）
８
男は外のもの（７）
農作業の担い手（１）
７妾を囲うもの３妾を囲うもの
５金は男の必需品２金は男の必需品
２体面を重んじるもの２体面を重んじるもの
２家長の絶対的権力２家長の絶対的権力
６
教育を受けるもの（４）
学識の足りない男への嘲弄（２）
１
教育を受けるもの
45７項目36７項目小計
２
度胸を持つこと（１）
決断力を備えるべき（１）
８
度胸のあるもの（７）
決断力を備えるべき（１）
性質
及び
行動
２
口のうるさい男への嘲弄（１）
妻子を自慢する男への嘲弄（１）
４
無口のもの（３）
妻子を自慢する男への嘲弄（１）
１慌てる男への嘲弄４慌てる男への嘲弄
３愚かな男はいけない２知恵を回すべき
３怠け男への嘲弄１家長は勤勉で誠実であるべき
１謙遜でない男への嘲弄１謙遜であるべき
12６項目20６項目小計
5713項目5613項目総計
表１　共通の認識の諸相（（　）内は各項目別用例数） 
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傍にいるとほうっておかない）」は，表現の仕方
においても非常に酷似しており，男性の女色を好
む属性をユニークな表現をもって描写しているが，
このような表現はあくまでも主従的な線上に置か
れている男女間の地位の分化様相をよく示してい
るものとして捉えられる． 
 
（２） 男性は外のもの 
１）男性の役割領域及び役割 
　両国とも男性の主たる役割領域は外であること
を強調している傾向が見られる． 
 
　　　日）色男より稼ぎ男 
　　　　　男は内を言わず，女は外を言わず 
　　　　　田植え女に秋男 
　　　韓）
（男は釣瓶，女は壷） 
 
（女房が手厚くもてなしすれば，夫の
出入りが活発になる） 
（犂で耕せない奴が牛のせいにする） 
 
　まず，男性の役割領域に関しては，男性はあく
までも外への出入りが自由自在で，労働活動の主
たる場が外であるため，男性の出世とはあくまで
も社会的な出世を意味するとともにそうした男性
の出世に欠かせないものが女性の内助だという認
識が反映されている．言い換えれば，一家を支え
ていく主体的な人物は男性であり，その男性の陰
の下で内助者の役割を果すべき人物がほかならぬ
女性であることを強調している． 
　日本の諺の中には「男子家を出ずれば七人の敵
あり」「早食い早糞は男子の一芸」のような，男
性の社会活動の活発な働きぶりや社会生活に対す
る苦悩を強調したものも見られるが，男女の性役
割領域を両分しようとする認識は韓国の諺に一層
強く示されている． 
　次に，諺に見られる男性の主たる労働活動の内
容に関しては，両国とも男性が農作業においての
主な担い手であったことを示唆するものが見られ
ており，韓国の諺には「
（◆を見た奴が網を担ぐ）」のような，男性
の労働活動の具体的な内容を示唆するものも含ま
れている． 
　２）男性の必需品 
日）ａ．うるだく男は金にならない 
　　　　　　金の無い男と頭の無い女 
　　　　ｂ．手書くは男の表道具 
韓）ａ．
（貧しければ自分の親父の祭祀も行
えない） 
（持っている金が無いと網巾（2）の格
好が悪い） 
ｂ．
（字の書けない奴が筆を選ぶ） 
 
（怠け女が麻の糸を数え，怠け男が
本をめくる） 
 
　男性に欠かせないものとしては次の二つの要素
を提示している． 
　その一つは財力であり，諺の中では金の持って
いない男性を嘲る形をもって現れる．女性をもの
にするためにも，馬鹿にされないためにも，必ず
備えていなければならないものは金だという認識
が強く，金銭に異常にこだわりを持っている男性
の姿が描かれている． 
　もう一つの要素としては学識を挙げている．こ
れは男尊女卑の性差別意識に基づく教育観を反映
したものと言える．このような認識は日本の「男
の子は餅で育て，女の子は下げて育て」「嫁は手
を見て貰え」や韓国の「
（男は本で，女は鏡だ）」「
（婿は書
斎から貰い，嫁は台所から貰う）」のような表現
にも明白に現れている．つまり，男性には学問的
知識の習得を求めているのに対し，女性には学問
的知識を言及している個所は一切見られず，むし
ろ家事のやりくりに関する訓練を求めている個所
が多く見られるだけである． 
　３）妾を囲うもの 
　妾を囲うことは男性の女色を好む属性と脈絡を
ともにするものとも思われるが，両国の諺の中に
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妾に対する表現が登場しているのは両国社会があ
くまでも男性中心社会であったことを裏付ける良
い証拠と捉えることができる． 
　ところが，ここで一つ注意しなければならない
ことは，妾はあくまでも財力のある権力者の所有
物にすぎなかった点である．妻妾生活を営む男性
の姿を表している両国の諺は「高家の妻は七人半
の宛い」や「 （唐
胡麻の茎にまくわ瓜が付いているよう）」「
（両妾している奴は飢える）」の
ような形をもって現れており，特に，韓国の諺の
場合は妾を囲う男性を嘲る形の表現が主を成して
いる．これはおそらく妾を囲うことが容易ではな
かった庶民の男性たちの支配層への羨ましさを逆
説的に表現したものと捉えることもできると思わ
れる． 
 
２．１．２　男性が備えるべき性質及び行動 
　男性に求められている理想的性格及び行動（振
る舞い）としては，知恵，勤勉，無口，慎重，度
胸及び決断力等々が提示されている． 
 
（１）無口であることが大事 
　　日）一の馬鹿子を褒める二の馬鹿嬶褒める 
　　　　何も構わぬ男の口 
韓）
 
（丸ごと馬鹿女房を褒める片っ方馬鹿子
を褒める） 
（粟爺）（3） 
 
　上記の表現は，男性は口が重くて，ぶつぶつ言
わない方が良いという認識を示しているもので，
理想的男性観の一つとして無口であることを求め
ていることがわかる．中には，特に「
（丸ごと馬鹿女房を褒める片っ方馬鹿子を褒める）」
と「一の馬鹿子を褒める二の馬鹿嬶褒める」のよ
うな，人の前で妻子のことを自慢する男性をから
かっている内容を示す表現も含まれており，これ
は無口であることを男らしい行動と規定している
ものでもあれば，同時に女性と子供を男性の付属
物と捉えている認識を表したものでもあると言え
る．表現の仕方においては非常に酷似しているも
のの，内容の意味合いにおいては微妙な違いが見
られることが指摘される．つまり，韓国の諺には
妻より子を優先する意識構造を反映しており，こ
れを通して韓国社会における女性の地位様相の一
面を窺い知ることができる． 
 
２．２　共通の認識に現れる微妙な相違点 
（１）女色を好む属性 
　日本の諺の中には「浮世は色と酒」「色好まぬ
男は玉の杯底無きが如し」「据え膳食わぬは男の恥」
のような，男性が女色を好むことは極めて当たり
前のことであり，むしろ女色を好まない，もしく
は女性の誘惑に応じないことを男の恥のように捉
えており，そのような男性がからかわれる局面に
処する様相を表しているものが含まれている．な
お，これらの表現と関連するものとして「傾城買
いの草鞋履かず」「傾城と辻風には会わぬが秘密」
のような，男性の女郎買いを示唆する表現も相当
見られる．このように，日本の諺の方に男性の女
色を好む行為を合理化する表現や男性の女郎買い
に対する表現がとりわけ多く現れているのは近代
の公娼制度の土台を成したと言われている近世遊
郭の発達と密接な関わりを持つものと考えられる．
つまり，女郎による売買春が体系的な商売という
形をもって庶民社会にまで広められていた当時の
社会的背景に起因し，女性を性的欲望の対象物と
見なす認識が日本社会全般にかけて広められてい
たことをよく物語っているものとも言える． 
　江戸の遊里は庶民の趣味の社交場となり，通人・
粋客がもてはやされる時代となり，そうした推移
の原因は，江戸市中の町屋の著しい発展とともに
町人の経済文化の発達，それに伴う特権商人など
の出現等からだった（中野　1967）という見解や
「日本には昔から男性にとっての性的な美や快楽は，
それを職業とする女性たちによって埋められてい
くという伝統的な性意識が存在する」（平野　1984）
という見解からも窺えるように，日本社会におい
ての男性の性的な道楽行為とは，庶民社会にまで
一般化されていたことがわかる． 
　これに対し，日本の女郎に相当する韓国の“妓
生”とは貴族の奴隷として存在していたため，一
般庶民の男性たちにとっては縁のないものであっ
セン 
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た．従って，韓国の庶民社会においての男性の性
的な道楽生活とは日本とは確かに違うところがあ
ったと言えるであろう． 
 
（２）男性の必需品としての金銭 
　日本の諺の中には「釜より先に女房」「早く産
を求めて遅く妻を娶れ」という表現が見られ，財
力は妻を迎えるための必需要件として働くものだ
という認識が現れている．これらの認識は特に町
人社会の商家における男性生活の慣行に基づくも
のと捉えることもできる． 
　中野（1967）によれば，商家には主従その他の
階級的制度や慣行の厳しいものがあった．たとえ
ば，商家では丁稚から手代となり，番頭となって
はじめて女房をもらい世帯が持てたのである．商
家に勤めて女房をもらうまでになるにはだいたい
は四十歳を過ぎるのであると述べている． 
　近世，特に江戸時代には町人の経済文化が発達
していた時期でもあったことから，諺の表現の中
には町人社会の生活像を反映したものが多く含ま
れていることも看過できない． 
 
２．３　男性に対する相違な認識 
　男性に対する相違な認識は，既述した両国共通
の認識に比べて認識の内容の多様性においては少
し欠けているものの，両国における男性観の特徴
的面目を一見してみることのできる有効なものと
しても捉えられる． 
 
２．３．１　男性の属性に対する相違な認識 
（１）日本の諺 
ａ．箸に目鼻を付けても男は男 
藁で束ねても男は男 
男は裸百貫 
ｂ．秋の空と男の心は七度変わる 
男の心と川の瀬は一夜に変わる 
ｃ．男三十ちょろちょろ子供， 
女二十でお婆さん 
男の四十歳はちょろちょろわっぱ 
 
　上記のａの表現は男性の値打ちに対する評価を
表しているもので，これは日本の諺に見られる独
自の認識の中で，最も多く見られるものでもある．
どんなにつまらない男でも男である限りでは値打
ちがあり，ましては裸の男，つまり無一物の男で
も働いて財産をつくることができる能力者と見な
している傾向が著しく見られる． 
　その他，ｂのような，男性の移り気性を表した
ものやcのような，男性は子供のような気質を持
つものと見なしているものも含まれている．女性
を変わりやすいものとみなす認識とは両国共通に
見られるものであるのに対し，男性を変わりやす
いものとみなす認識とは日本の諺にしか見られな
い独自のものとして捉えられる． 
 
 
 
 
韓国の諺（男性の諺総数（75））日本の諺（男性の諺総数（71））
用例数認識の内容の項目用例数認識の内容の項目
10祭祀の重要な担い手５値打ちの高いもの
属性 ２性不能の男への嘲弄２変わりやすいもの
２子供気質のあるもの
12２項目９３項目小計
２
妻の実家の厄介暮らしはいけない
４
笑ってはいけない（３）
泣いてはいけない（１）
性質
及び
行動
１安易な考えを持っている男への嘲弄１実直な男が望ましい
１人のせいにする男への嘲弄１礼儀を持つべき
１粗忽な男への嘲弄
１卑怯な男はいけない（勧告）
６５項目６３項目小計
18７項目15６項目総計
表２　相違な認識の諸相（（　）内は各項目別用例数） 
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（２）韓国の諺 
 
ａ．
（家出した喪主，祭祀のお膳をひっくり
返す） 
（妻の叔父の墓の草刈りをするよ
うに，死んだ継子のセナン（4）をするよ
うに） 
（お
金がなければ親父の祭祀さえ行えない） 
ｂ．
（性不能の男が妻の実家に行くよう） 
（婿の金玉をみたところ，外孫がもうけ
られそうもない） 
 
　韓国の諺の中には上記のａのような，祭祀に関
する表現が多く見られる．男性は家内で行われる
祭祀のみならず，墓参りをはじめ，墓の草刈り，
霊魂を慰める儀式等々，いわゆる儒教に基づく葬
礼及び祭礼に関するあらゆる活動においての主役
をつとめる存在として描かれている． 
　なお，ｂの表現は子孫をもうけることが重んじ
られていたことを示唆するものとして捉えられる
が，いずれも性不能の男性をからかう形をもって
現れている．これはおそらく同性の男性からの嘲
弄でもあれば，子供が産めない娘を心配している
母親の婿に対する嘲弄でもあると言える． 
　これらの表現は特に，韓国社会における家父長
制の特徴をよく反映したものとも捉えることがで
きる． 
　李（1994）は「我が国の場合，祭祀権を継承し，
祖先への祭祀が途絶えないようにするのが孝の中
の孝と考える．血縁者によって祭祀を持続させる
ことが我が国の家族イデオロギーと言える」と，
韓国社会の家父長制においての祭祀権の占める位
置を述べており，かつ日韓両国における家継承形
態の特徴をよく説明しているが，その主な内容を
まとめると以下の通りである． 
　家継承の主な内容となる財産権，家督権，祭祀
権の相続においては，まず，韓国社会の場合は父
親から嫡長子へと継がれていく祭祀権の継承が最
も重んじられる中で，家督権と財産権はそれに付
き従う形を取っている．つまり，韓国社会におい
ての家長権とは儒教祭祀を行うことによって成り
立つものであり，この祭祀というのは父から嫡長
子へと繋がるものとなっている．従って，韓国社
会においての家継承とはあくまでも父系血統によ
る姓氏継承という特徴を持つものであるため，庶
子による家継承も認められず，ひたすら嫡子に限
って，その権限が与えられていたのである．これ
に対し，日本社会の場合は家督権が最も重んじら
れる中で，祭祀権や財産権はそれに伴う形を取っ
ており，息子のいない家では平気で非血統者を養
子として迎えることや婿を養子として迎えて家を
継がせること，つまり，娘を通して家を継承させ
る形態も一般的に行われていた社会であるため，
日本社会の家父長制における家長権とは韓国の家
父長社会における家長権に比べ，それほど強いも
のではなかったと言えよう． 
 
２．３．２　男性が備えるべき性質及び行動 
（１）日本の諺 
　日本の諺には，男性に威厳を保つことを戒めて
いるものが多く，かつ実直と礼儀を備えることを
勧告するものも現れる． 
 
　ａ．男は三年に一度笑う 
　　　男は三日に一遍笑えば良し 
　　　男の子育てる時は白歯見せるな 
ｂ．男は生まれた時と親の死んだ時の外には泣
かぬ　　　　　 
　 
　ａの表現は，いずれも男性に対して軽はずみに
笑わないことを勧告する内容を含むものである．
中には男性は一家を支える責任があるため，笑う
暇はないという認識や男の子を育てるには笑う姿
をめったに見せないのがコツだという認識が示さ
れている． 
　なお，ｂの表現のように，男性は些細なことで
泣いてはいけないと戒めているものも現れている． 
　これらの表現の根底には男らしい男とは，感情
に振り回されることのない強い存在でなければな
らないという認識が強く潜んでいると言える． 
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（２）韓国の諺 
　韓国の諺の中には，妻の実家の厄介暮らしに対
する否定的認識を示したものをはじめ，積極的な
思考を持つこと，自分の過ちに対しては素直に認
めること，よく我慢すること，勇敢であることな
どを求めているものが見られる． 
　ここでは，そのうち最も多く見られる妻の実家
の厄介暮らしに対して少し触れてみることにする． 
 
ａ．  
（殻麦三斗さえあれば妻の実家の厄介暮らし
をするもんか） 
ｂ．  
（妻の実家の厄介暮らし三年だと子供たちも
母方に似ていく） 
 
　ａの表現は僅かな量の食糧さえあれば，妻の実
家の厄介暮らしはするものではないという認識を
反映しているものであり，ｂの表現は妻の実家で
暮らしたら，自分の実家の風習を学ぶべき子供が
母方の風習に馴染み込まれて行くことを心配する
男性の姿が窺えるものである．いずれも妻の実家
の厄介暮らしに対する否定的認識を示しているこ
とがわかる． 
　家長権が莫大な権限を持っていた家父長制社会
の雰囲気の中で，男性が妻の実家で暮らすことは
確かに恥ずかしいことで，からかわれることと扱
われていたことが指摘できる． 
　韓国の古代社会では女性の地位が割りと高く，
息子と同様な役割を果していた存在であったため，
男性が妻の実家で過ごすことが全般的に多く，子
供が大きく成長するとはじめて，妻子を連れて実
家の方に戻るという婚姻形態が多かった．ところ
が，朝鮮の建国とともに，男性が妻の実家の厄介
暮らしをすることは儒教の原理，いわゆる陰（女
性）が陽（男性）に従う陰陽の原理に違反するも
のだという声が高まるようになり，男性の実家で
式を挙げた後，そのまま一生を夫の実家で暮らす
という形を取っていた中国の親迎制の実施が強く
求められる．ところが，長い間にわたって受け継
がれてきた婚姻風習であったため，完全な実行は
なかなか成されず，18世紀以降になってやっと
一般化されるようになる．それでも完全な形とし
ての親迎制の実施ではなく，式を女性の家で挙げ
た後，男性は自分の実家へ戻り，女性はそのまま
自分の実家でしばらく過ごしてから男性が迎えに
来るとはじめて夫の実家に行って一生を過ごすと
いう，いわゆる半親迎制の形をもって確立される．
式を女性の方で挙げ，新婚旅行から戻って来ると
まず，女性の実家で一晩泊まり，翌日には男性の
実家の方に行くという段取りで行われる現代の婚
姻形態はこの半親迎制の残有物であると言える（ゴ
ォン　1999）． 
 
３．両言語の諺に見られる女性観の特徴 
 
３．１　女性に対する共通の認識の諸相 
　両言語の諺の中には，女性に関する表現が男性
に関する表現より一層多く現れることから女性に
対する認識の様相もより多様な形態をもって現れ
る． 
 
３．１．１　女性の属性に対する共通の認識 
　女性が持つ共通の属性と見なされているものは
およそ 11項目に至る．女性の属性に対する評価
とは相当低いもので，女性に対する蔑視意識が強
く働いている．例えば，女性は男性の付属物であ
ると同時に男性の性的欲望の対象物と見なしてい
るものもあれば，お喋りもの，陰険なもの，嫉妬
深いもの，変わりやすいものと見なしているもの
もある．一方，女性に関する表現の全般を通して
女性の属性に対する肯定的認識を示しているもの
はめったに見受けられない． 
　ここでは，両国共通に見られる女性の属性に対
する認識のうち，特記すべきものだけに絞って論
を進めることにする． 
 
（１） 存在価値に対する共通の認識 
１）男性の付属物及び従属物 
　女性の存在価値を示す表現のうち，最も多く見
られる事柄と言える．つまり，女性は一人では立
てない弱い存在であるため，男性に依存して一生
を過ごさなければならないという認識に基づいて
いるものとなっている． 
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日）男は松，女は藤 
妻は夫の譜代の臣 
おなごは男同士 
女に七去あり 
嫁しては夫に従う 
おなごには五章三従あり 
韓）
（死しても夫の実家の垣下で死ね） 
（女の運命は瓢の運命だ） 
（嫁は終身食口） 
（死んだら夫の実家の鬼神になる） 
 
　これらの表現の現れはおそらく儒教の影響と無
縁ではあるまい． 
　女性に最も強調されている儒教の教えとは「三
従之教」で，これは，女性は幼い頃には父に従い，
韓国の諺（女性の諺総数（103））日本の諺（女性の諺総数（114））
用例数認識の内容の項目用例数認識の内容の項目
14
台所仕事の担当者（７）
家事の担い手（２）
外出の不自由なもの（２）
育児の担い手（１）
農事への参加示唆（２）
13
家事の担い手（４）
家庭内の重要な存在（４）
外出の不自由示唆（２）
育児の担い手（１）
農作業への参加示唆（２）
属性
８
付属物及び従属物（７）
男の慰みもの（１）
13
付属物及び従属物（10）
＜仏教（１）／儒教（４）＞
男の慰みもの（１）
依存するもの（２）
３
嫉妬深いもの（３）
11
嫉妬深いもの（８）
ある程度の嫉妬はよい（２）
男を操縦する絶好の道具（１）
４
賢い女への蔑視（１）
愚鈍な女がよく働く（１）
女の意見は当てにならない（２）
10
賢い女への蔑視（１）
女の知恵への蔑視（７）
妻の意見は影響力の大きいもの（２）
11
お喋り（４）
お喋り女への嘲弄（４）
口の軽いもの（３）
８
お喋り（６）
口の軽いもの（２）
５陰険なもの７陰険なもの
４
性的嘲弄の対象物
（対象は未婚の若い女性）
７
性的嘲弄の対象物（７）
＜若い未婚の女性が対象（６）＞
１変わりやすいもの３変わりやすいもの
１物扱い４物扱い
１力の弱いもの２力の弱いもの
２狡賢い存在１狡賢い存在
5411項目7911項目小計
13
女性の貞節
＜不貞な女への皮肉（６）
　貞節な女でいることを勧告（２）
　間男をすること最大の罪（３）
　貞淑な女を選好（１）
　品行は崩れやすいもの（１）＞
４
貞節を勧告（２）
品行の堅いことを勧告（１）
品行は崩れやすいもの（１）
性質
及び
行動 11
出産（10）
不妊の女性への嘲弄（１）
３
出産
２
おとなしい女であることを勧告（１）
言い張る女への嘲弄（１）
２
気の強い女への嘲弄（１）
言い張る女への嘲弄（１）
１糟糠の妻の大事さ２糟糠の妻の大事さ
27４項目11４項目小計
8115項目9015項目総計
表３　共通の認識の諸相（（　）内は各項目別用例数） 
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嫁してからは夫に従い，夫が亡くなってからは息
子に従わなければならないという内容を含むもの
である． 
　上記の表現はいずれも女性は一生を男性に寄り
すがるものだという認識に基づいているものとし
て捉えられる．特に，韓国の諺には女性の運命は
一生を通して男性に従属され，しかも，そのよう
な運命は死んでからも続くものとみなす認識が示
されている． 
　日本の諺には「三従之道」の教えの中でも，夫
に従うこと，つまり夫に服従することを女性に呼
びかけているものがとりわけ多く含まれている．
後述するが，日本の諺の中には，家庭内における
女性の意見が相当強く発揮されていたことを示唆
する表現が見られる．従って，日本の諺の中に夫
への服従を強調した表現は，ある意味では夫に向
かい合って自分の意見を強く押し通せようとする
妻に対する夫の願望を表しているものと捉えるこ
ともできるのであろう． 
２）男性の性的欲望の対象物 
　　日）女と白魚は子持ちになっては食えない 
姉さん股ぐら金箱だ 
煎り豆と小娘は傍にあると手が出る 
梨と女は尻ねらい 
韓）
（処女の胸を触るように） 
（金さえあれば，処女の金玉も買える） 
 
（運のついてない女は下僕の居所へ行っ
ても，性不能の男の傍に行って横になる） 
 
　女性を男性の性的欲望の対象物及び慰みものと
みなしているものもかなり多く見られる． 
　上記の表現は，前述した男性の女色を好む属性
とも関連するものと言えるが，ここでは男性の女
性に対する性的嘲弄の具体的様相が描かれており，
いずれも女性がいかに劣等な立場に置かされてい
たかを如実に反映したものと捉えることができる． 
　男性の性的欲望の対象としては，特に若い未婚
の女性が狙われている傾向が見られており，それ
は正月を過ぎた時期の大根は味が良くないという
意味を含む韓国の「 （正月を過ごした
大根）」や粗悪な茶でも出しはじめはうまいとい
う意味を含む日本の「山茶も出花」のような表現
にも明白に現れている． 
 
（２）生まれつきの属性に対する評価 
１）お喋り及び口の軽いもの 
　口を慎むことを戒めるものは男女共通に見られ
るが，女性に対してはお喋りを生まれつきの属性
と見なし，あざけて言う形を取っている．単に口
を慎むことを戒めるのにとどまっている男性の場
合とは大分違う様相を見せていると言える． 
　女性はそもそもお喋りものであることを嘲る口
調で強調しているものもあれば，女性に言ったも
のはすぐ漏れてしまう恐れがあるため，口を慎む
べきだと，男性に警戒を呼びかけているものも含
まれている． 
２）嫉妬深いもの 
　女性は嫉妬心が強いものと見なされている． 
　女性が嫉妬深い存在であることは両国共通に見
られる認識と言えるものの，女性の嫉妬に対する
評価に関しては多少の相違点が指摘される．つま
り，韓国の諺の場合はひたすら否定的視角でしか
捉えていないのに対し，日本の諺の場合は肯定的
視角で捉えているものも現れているのである．こ
れについては，３．２　で後述することにする． 
 
日）女は嫉妬に大事を漏らす 
嫉妬は女の慎み 
韓）
（食べない下僕に嫉妬のない妻） 
（三十里妬み） 
 
　両国とも嫉妬は女性の所有物のように扱われて
おり，そのような女性の嫉妬深い属性に対しては
嘲る形をもって表現していることが分かる． 
　上記の諺はいずれも，女性の嫉妬に対する否定
的認識を表しているものであり，中には女性の嫉
妬に対し，程々にして欲しいという男性の願望が
潜んでいるものも見られる． 
　かつて女性が男性の所有物ではなかった原始時
代の母権中心社会においては，男性の方がむしろ
嫉妬深いものであったと言われている（李　1991）．
金　秀眞42
このような観点からみると , 嫉妬を女性の属性と
見なす認識はおそらく父系中心社会に変わるにつ
れて芽生えてきたものと捉えることができる． 
３）陰険なもの 
　女性は常に何かを企んでいるものであり，かつ
騒動や問題を引き起こす元となるものだという認
識とともに，女性が恨みを抱くと大変恐ろしいこ
とが起こるため，用心しなければならないと，男
性に警戒を呼びかけているような表現も含まれて
いる．例えば，韓国の「
（女はお膳を
持って敷居を跨ぎながらも十二企む）」「
（女の恨みは五・
六月に霜を降らせる）」と日本の「女は敷居を跨
ぎながらも七十企み」「七人の子はなすとも女に
心許すな」「女の仕返しは三層培」のような表現
がそれをよく表しており，表現の仕方においても
非常に類似していることが分かる． 
　その他，日本の諺の中には女性を陰険なものと
みなす仏教の女性観を示しているものが特徴的に
現れるが，それについては，３．２で後述するこ
とにする． 
４）愚かなもの 
　そもそも女の知恵は浅はかなものであり，かつ
女がいくら賢くても何の当てにもならないという
認識が示されている． 
 
　　日）女の猿知恵 
　　　　女の鼻先思案 
韓）
（女は三歩前も見ることができない） 
　　　　 
　特に，韓国の諺には「
（匙の一束を数えられないも
のこそ家事のやりくりが上手だ）」のような，賢
い女性よりはむしろ，少し愚鈍な女性の方が家事
のやりくりが上手だという意味を表しているもの
が登場する．これは，女性が賢すぎると自己主張
が強くなるだけであるため，少し愚鈍な女性の方
が扱いやすいという認識の上で成り立っていると
言える． 
５）その他 
　①狡賢いもの 
日）狸は入道，狐は女 
韓）
（女は三日に一回殴らないと狐になる） 
（女が年を取ると狐になる） 
　②変わりやすいもの 
　　　日）女の心は猫の眼 
　　　　　女心は秋の空 
韓）
（千尋の水底はわかっても女心
はわからない） 
　③弱いもの 
　　　日）女の力と首のない石仏 
韓）
（女の鞭でも打たれすぎたら痛い） 
 
　上記の①～③の表現は，女性はそもそも狡賢い
性質の持ち主であり，心がよく変わるため，到底
予想のつかないものだという認識とともに，かつ
力の弱いものでもあるため，当てにならないとい
う認識を示したものである． 
　女性の狡賢い属性に対しては，韓国の方がより
敏感に捉えており，男性の暴力を女性に対するし
つけの手段として合理化している傾向が窺えるも
のさえ現れる．女性に対する男性の暴力を示唆す
る表現は韓国の諺に見られる独自のものであり，
他にも「 （乾
し明太と女は叩けば柔らかくなる）」のようなも
のが見られる． 
 
（３）内のもの 
１）女性の役割領域 
　諺の中に見られる女性の主な役割領域は家庭内
と強調されているが，時には家庭内に限らず，外
での活動を示唆する表現も現れている．支配層に
おける女性たちの活動領域とは家庭内と厳格に統
制されていたものの，庶民層の女性たちにおいて
は，家事をはじめとする家族の衣食住全般にかけ
ての仕事を担わなければならない状況に置かれて
いたため，諺の中には女性の様々な労働活動の範
囲が窺えるものが多く見られる． 
 
 
日韓両言語における諺の対照比較研究 43
日）男は内を言わず，女は外を言わず 
女房は台所から貰え 
田植え女に秋男 
韓）
 
（竈の修理もできない嫁のくせに額の毛
ばかり抜く） 
 
（隣の娘も私の台所に入れて立たせてみ
なければならない） 
 
（秋の畑に出れば貧しい実家へ行くより
ましだ） 
 
　女性の主たる活動領域としては台所を多く挙げ
ており，嫁を貰う際には台所の仕事をいかによく
やり切れるかに重点を置いて選ぶべきだという認
識を強く示している．これらの表現は，いずれも
女性の主たる労働活動の領域は家庭内であり，か
つ家事のやりくりに対する能力が女性の値打ちを
決める最も重要な要件として働いていたことを示
唆するものとして捉えられる．なお，このような
認識は「
（女は町の市の日が知らない方が良い）」「鬼
と女とは人に見えぬぞ良き」のような，女性の外
への出入りを規制する形の表現さえ生み出してい
る． 
　その他，女性の農作業活動を示唆するものが見
られる．家族単位の小農経営の形態を成していた
両国の庶民社会においては，女性の労働力とは非
常に重要なものであった． 
　ところが，韓国の諺には女性の畑仕事を示唆す
る表現が主を成しているのに対し，日本の諺には
女性が「田植え」のような稲作にも多く参加して
いたことが窺えるものも現れる． 
　まず，日本の場合，小農経営が定着する 18世
紀後半，19世紀の女子労働は“鍬を手に田植え
をする女性”に象徴されるように苗代準備，肥入，
田植え，草取，稲刈り，脱穀など田植えに集中す
ることなく農作業の多くの局面にかかわっている．
これらは女子労働が小農経営を維持，発展させる
ための量としての生産労働に移行した（女性学研
究会　1984）． 
なお，日本の諺に現れている「田植え女」と「五
月女」とは陰暦五月に行われる田植えを行う早乙
女のことを指すもので，これらの言葉は古くから
田植えに女性が重んぜられていた風習（宮城・大
井　1974）に由縁するものと言える． 
　これに対し，朝鮮社会においては，良民と賎民
階級が生産を担当する身分で，生産様式は家族単
位の小農経営であった．綿布と米穀は小農経営の
基本的生産物で，衣食生活の基本材料だけではな
く，国家財政を支え，支配層が富を蓄積するため
の基本的単位であった．綿布と米穀を生産するた
めの性別分業においては，男性は稲作を行って米
穀生産を担当する一方，女性は畑仕事を通して綿
布の材料を生産し，綿布を生産した（李　1996）． 
　両国の諺の中に見られる女性の農作業活動に関
する相違点はおそらく上記のような社会的背景の
違いに起因するものと思われると同時に，これら
の表現を通して男女の性役割分担意識とは韓国の
方により強く働いていたことが窺える． 
　２）重要な役割内容 
　①家庭内における重要な労働力 
　前述したように，女性は家事の重要な担い手と
いう認識が最も強調されている． 
 
日）家は夏向き，女房は所帯向き 
稼ぎ男に繰り女 
女房は半身上 
韓）
（夫は釣瓶，妻は壷） 
 
　この他，日本の諺の中には「師走女に目なかけ
そ」「師走女の化粧には山の神も怖がる」「節季女
に盆坊主」のような表現も見られ，女性が様々な
労働活動に従事していたことが窺い知ることがで
きる． 
　②子の出産と育児の担い手 
　女性のもう一つの重要な役目としては，子を産
むことや育児を担当することが示されている． 
 
日）産は女の大厄 
産は女の大役 
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男には家作らせ，女には子を持たせれ 
韓）
（子の産めないめろうが毎晩龍の夢を見る） 
（灯もつける時につけてこそ男の子も女
の子も産める） 
（育児を学んで嫁に行く女はいない） 
 
　両国とも子を産むことを女性の任務とみなして
おり，しかも，男の子を産むことが強く求められ
ていたことが「七日小腹を病んでも男の子を生め」
や「 （子の
産めないめろうが毎晩龍の夢を見る）」のような
表現に反映されている．男の子を生むことは女性
の家庭内における地位を急上昇させるきっかけと
なるものだという認識が込められている表現も見
られており，日本の「金碇を下ろす」と韓国の「
（子を孕んでいる私をどう
かするもんか）」がそれを示していると言える． 
　女性の子の出産に対する認識に関しては，韓国
の諺の方により具体的事柄が提示されており，内
容面においても子が産めない女性に対する叱咤が
激しく描写されている．その上，男児の出産への
熱い願望を「胎夢」という媒介体を通して反映し
たものも見られる．韓国では妊娠の初期もしくは
末期の頃に見る夢を「胎夢」といい，胎夢の中に
現れる特徴的な象徴物をもってこれから生れてく
る赤ん坊の性別を占う風習がある．諺に現れてい
るのは「龍」で，胎夢で「龍」を見ると男の子が
生れると言い伝えられている．これらの表現は絶
対的な血統主義を原則とする韓国社会の家継承の
特徴をそのまま反映したものであり，かつ韓国社
会の女性にとって男児の出産というのがいかに重
要な役割であったかを段的に見せているものとも
言える． 
 
３．１．２　女性が備えるべき性質及び行動 
（１）貞節を守ること 
　両国の諺の中には女性の品行は崩れやすいもの
という認識を表しているものとともに，女性に貞
節を守ることを強く押し付けているようなものが
多く，中には貞操を失った女性を嘲る形の表現も
相当見られる． 
 
日）貞女を立てたし間男したい 
貞女は二夫を更めず 
町内で知らぬは亭主ばかりなり 
河豚と間男は食い初むと堪忍ならぬもの 
煎り豆と間男は食いかけたらやめられぬ 
雪の明日は間男の穿鑿 
韓） （烏が鶴になるもんか） 
 
（尻の軽い女がだめになってもお尻の振
りようは残る） 
（怒ったあげくに間男） 
（烈女伝を挟んで間男） 
（ガラスと処女は割れやすい） 
 
　女性の貞節に関しては，韓国の方がより厳格に
制裁していたことが窺える．貞節を失った女性に
対する叱咤がより激しく現れていることや一回き
りの不貞でも絶対に許されないという認識を含む
「 （一晩を寝ても古い嫁）」
「 （一回行っても
還郷（5），二回行っても還郷）」のような表現が見
られることがそれを裏付けていると言える．「
（一回の過ちは兵家の常
事）」のような表現を通して，過ちを犯した人に
対しては寛容を施すような余裕はあっても，女性
の不貞に対しては冷酷な態度を取っていることが
分かる．なお，韓国の諺の中に「
（若い後家のため息は地も引っ込
ませる）」「 （後家
は夜中に泣かない）」「
（若い後家の泣き声は山川草木を
泣かせる）」のような，後家の辛い心境や哀れな
姿が描かれている表現がとりわけ多く見られるこ
とからも貞節を守ることがいかに強く求められて
いたかを窺い知ることができる． 
　後家の再婚が比較的に自由であった日本とは違
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って，韓国の場合は，後家の再婚を法的に制裁（成
宗16年（1485））していた．処罰の内容というの
も再婚した女性本人に限って適用されるものでは
なく，子孫たちの官職登用に不利益を与える形と
して展開されていたのである．朝鮮時代には官職
とともに権威が最も重んぜられていた状況であっ
たため，子孫たちの官職進出の制限とは，再婚女
はもちろん，その家族たちにおいても致命的な刑
罰であった（李　1995）．このような貞節イデオ
ロギーは 17世紀以降，より一層強化され，やが
て庶民社会にまで生活道徳として内面化され，貞
節とは女性にとって命よりも大切なものとなった
（李　1996）． 
 
３．２　共通の認識に見られる微妙な相違点 
（１）仏教の女性観 
　日本の諺の中には女性を生まれながらにして罪
深いもの，不浄なものと見なす仏教の女性観が示
されており，諺の中では「女は魔物」「おなごは
悪性物」「女は地獄の使い」のような形をもって
現れている． 
　仏教の女性観に関して岩本（1980）は，「ヒン
ドゥー教の中心的文献「マハーバラタ」は，女性
は本質的に悪，汚れており，自己規制ができず，
性に快楽を求め飽きることがない．また，内心は
過酷で嘘の権化であることからいかなるときも祭
祀にとって不浄であり，決して存在してはならな
い」と述べている．いずれにしても，女性を劣等
なものと見なしている点では儒教の女性観とほと
んど変わらないと言える． 
　このように，日本の諺の中に仏教の女性観が特
徴的に現れているのは，儒教が唯一の統治理念と
位置付けられていた韓国の場合とは違って，儒教・
仏教・神道の三つの思想が統治理念として融合し
て発展していた日本の理念的背景の特徴に起因す
るものと捉えられる． 
 
（２）女性の嫉妬に対する認識 
　日本の諺には「焼き餅と欠き餅は焼くほうがよ
い」「焼き餅は狐色」「悋気は女の七つ道具」「悋
気嫉妬も正直の心より起こる」のように，女性の
適度な嫉妬はむしろ愛らしくて好ましいものとい
う認識とともに，嫉妬をうまく利用すれば，男性
を操縦できる絶好の手段にもなるという認識，つ
まり嫉妬に対する肯定的認識を示している表現が
かなり見られる． 
　このような認識は日本の諺にしか見られない独
特なもので，儒教倫理の受容とともに発達しつつ
表４　相違な認識の諸様相（（　）内は各項目別用例数） 
韓国の諺（女性の諺総数（103））日本の諺（女性の諺総数（114））
用例数認識の内容の項目用例数認識の内容の項目
４
暴力の対象
13
女性の存在を好評（７）
年上の妻への肯定的認識（５）
＜１つ上の妻（３）含む＞
縁起の良いもの（１）
属性 ２口実を言うもの３内心の分からないもの
２執念深いもの
１欲を出すもの
１愚痴をいうもの
１心が狭いもの
６２項目21６項目小計
６気前の良い女への嘲弄２優しさを勧告
性質
及び
行動
３身持ちの良くない女への嘲弄１愛嬌であることを勧告
３わきまえのない女への嘲弄
２怠け女への嘲弄
１しゃあしゃあ女への嘲弄
１ちゃかちゃかする女への嘲弄
16６項目３２項目小計
22８項目24８項目総計
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あった平安文学にも，女性のさまざまな精神美を
よく描写しているものがあり，物思いに悩む女，
嫉妬で少しすねている女性，男性の腕の中で，安
らかに寝息している女性などの美が表現されてい
る（宮城・大井　1983）． 
 
（３）女性の出産に対する認識 
　日本の諺の中には「産は女の命定め」のような，
女性の出産を命にかかわる大変危険なものと捉え
ている表現が比較的に多く，女性の子の出産に対
する役割に関しては，高く評価する認識が示され
ている．このような認識の現れは，平安末から鎌
倉初期に成立したと考えられる母性尊重思想に基
づくものと考えられる． 
　日本では女性の存在価値を「家」の後継者を生
み育てることに限定する母性尊重思想が成立して
いたのである．日本の家制度の中で，とりわけ，「母
性」が正統視，重要視されてきた伝統は今日まで，
どこからも異論を差し挟まれることなく文化価値
的な存在とさえなっていると言われている（吉川
1980）． 
 
３．３　両国の女性に対する相違な認識の様相 
　女性に対する相違なる認識においては，韓国の
諺には女性が備えるべき性質及び行動（振る舞い）
に対する認識が多く見られているのに対し，日本
の諺には女性の属性に対する認識が多く見られる． 
 
３．３．１　女性の属性に対する特徴的認識 
（１） 日本の諺 
 
ａ．女は国の平らげ 
女ならでは夜が明けぬ 
ｂ．家に女房なきは火のなき炉の如し 
鍋蓋と女房は無うて叶わぬ 
女房と米の飯には厭かぬ 
女房いなした跡は銭百貫落としたほど力
がないもの 
身上は妻から 
ｃ．姉女房は身代の薬 
ｄ．女房と鍋釜は古いほど良い 
饂飩蕎麦より嚊の傍 
ｅ．男を尻に敷金女房 
悋気は女房の敷銀 
女房去ったは銭百落とした心持ちする 
 
　日本の諺に見られる最も大きな特徴と言えるも
のは女性に対する肯定的認識を示したものが多く
見られることである． 
　まず，ａのような女性の存在価値に対する肯定
的認識，つまり，女性がいないと何事もうまく進
まないという認識とともに，女性は雰囲気を和ら
げる存在という認識を示しているものが見られる． 
　次に，上記のｂ～ｄまでの表現は，いずれも妻
に対する好評を言っているものである．女性に対
する好評を語っている表現の中で，最も強調され
ているのはほかならぬ妻に対する肯定的認識であ
る．一家の家政の繁盛は妻の手腕によって左右す
るため，絶対になくてはならない存在と見なされ
ており，そういう意味で家政をよりうまく治める
ことのできる年上の妻が好まれていたことを示唆
するものも現れている．これらの表現は庶民社会
の家庭生活においての妻の位置をよく反映してい
るものと捉えられる．つまり，妻が夫とともに生
産労働でも大きく力量を発揮していた農民や商人，
職人の家庭では主婦の実質的な立場がかなり違っ
ていて，主婦は一家の消費についての家計の一切
に責任を持ち，衣食住に関する限りでは家族成員
はもちろん，夫に対しても発言力をもっていた（宮
城・大井　1974）． 
　なお，妻を金銭と関連づける認識が窺えるeの
ような表現も見られるが，これはおそらく日本の
伝統社会における婚姻風俗に起因するものと捉え
ることができる．つまり，近世の庶民社会の女性
は嫁入り道具の他にも「敷金」と称する結婚持参
金を持っていくことが一般的であった．政略的意
味合いが強かった武家の場合とは違って，財産分
与の一形態であったが，特に娘には嫁入り道具と
持参金の形で分けるというのが大よその基準とな
っていた（小泉　1989）．従って，女性が持参金
を持ってくるというのは，ある意味では一家の家
政に大きく寄与することともなり，かつ女性が家
庭内で自己を主張することのできる大きな要件と
して働いていたことも十分考えられる． 
　前述の３．１．１で述べたように，女性の属性
に対する認識の中には確かに「女の鼻先思案」「女
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は猿知恵」のような，女性の浅い知恵を強調して
女性に対する蔑視意識を表しているものもある．
しかし，上記のような女性に対する好評の表現が
多く含まれていることや女性の知恵に対しては嘲
っていながらも一方では「雌鶏勧めて雄鶏時を作
る」「妻の言うに向こう山も動く」のような，女
性の意見が持つ影響力の強さを示した表現も含ま
れていることから，日本の女性の家庭内における
位相とはそれほど低いものではなかったことが考
えられる．「嬶天下」は，このような社会的背景
をよく反映したものとも言えよう． 
 
（２） 韓国の諺 
 
（女は三日毎に殴らないと狐になる） 
（女房殴った日に女房の母親が訪ねてくる） 
（営で頬を打たれ，家に帰って女房を打つ） 
 
（兄嫁を殴る棒はあっても義理の弟を殴る棒
はない） 
 
　韓国の諺には女性に対する暴力を示唆する表現
がとりわけ多く見られ，一つの大きな特徴を成し
ている．諺に示されている暴力とは女性のずる賢
い性質に対するしつけの手段としての暴力であり，
かつ男性の悔しさを解消するための暴力という形
態を帯びているが，その暴力の相手としての役割
を果しているのが女性である．上記の表現はいず
れも，家庭内における暴力，つまり夫の妻への暴
力が中心となっているが，「
（殴る姑よりも止める小
姑がより憎い）」のような，嫁に対する姑の暴力
を示唆する表現も含まれている．いずれも韓国の
伝統社会における女性の地位というのがいかなる
ものであったかがよく窺えるものとして捉えられ
る． 
　韓国の諺にこのような男尊女卑意識に基づく表
現が全般を成しているのは，韓国の伝統社会が儒
教を支配理念とした徹底的家父長制社会であった
ことと深く関わっていると言える．つまり，絶対
的父系血統主義が家長権の強化をもたらしたので
あり，上記のような表現はそれをよく反映してい
るものと捉えることができる． 
　李（1994）は，家父長権を牽制するような制度
的装置が非常に弱かったため，韓国の家父長権は
絶対的権限を持ち，かつ家父長権そのものは中国
よりも独裁的性向が強かったと韓国の家長権の特
徴を述べている． 
 
３．３．２　女性が備えるべき性質及び行動 
　女性が備えるべき性質及び行動（振る舞い）に
おいては，日本の諺には女性に対して優しさや愛
嬌のような性質を求めているものが多く，韓国の
諺には女性の性質よりも備えるべき行動（振る舞
い）を提示しているものがより多く含まれている．
つまり，男性に求めていたものと同様に，身の程
を知ることや勤勉で，几帳面であることを求めて
おり，かつ図々しく振舞うことは望ましくないと
いう認識も表している． 
　その他，最も多く現れているものとしては，次
のようなものがある． 
 
ａ．
 
（女房が気前を良くすると稼いでも蒸篭
に水注ぎ） 
（下の口の大きい女の家政） 
（くり鉢の中の飯を見て，女房を追い出す） 
ｂ．
（人の都合に合わせたあげくに淫売婦に
なる） 
 
　上記のａとｂの表現は , 家事の面においても，
身持ちの面においても，気前が良ければいけない
という認識が示されているもので，女性に対して
勤倹であることや貞淑であることを求めているも
のとして捉えられる．特に，ａの表現はいずれも
気前の良い女性に対する否定的認識を示している
ものであるが，表現の内面には家事に一々口を挟
んでいる男性の姿が潜んでいる．女性が家事のや
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りくりを疎かにしたり，気前を良くしたりすると
男性に追い出されるという場面も窺えることから，
韓国社会における一家の家政は究極的には男性の
統制下で成り立つものであったことが考えられる． 
 
４．おわりに 
 
　　両国の諺に見られる男女観の特徴は，以下の
ように大きな点で二つに集約できる． 
　第一に，両国とも男女差別的性向が顕著に働い
ていたことが指摘できる． 
　男性に対する認識の様相の多くは，男性中心社
会に見られる大きな特徴である男性優越意識に基
づいたもの，つまり男性は強いもので，あくまで
も主導的存在だという認識に基づいたものを理想
的男性観と定めているものが主を成しており，か
つ男性の否定的側面を引き出しているものはそれ
ほど多く見られない．なお，男性の行動に対して
は何もかも合理化しようとする傾向が強く見られ
る．これに対し，女性に対する認識の様相の多く
は，女性の劣等を強調したものが全般を成してお
り，特に表現の中には女性を男性の支配権の下に
閉じ込めようとする男性の願望が込められている
ものも多いが，これは諺そのものが男性によって
創られたものであることにも大きく関係している
と思われる． 
　第二に，男女間における地位の格差様相は韓国
の方により激しく現れた． 
　日本の諺には女性の存在価値に対する高い評価
をはじめ，女性は縁起の良いもの，妻の大切さ及
び生活力の強さ，女性の嫉妬に対する肯定的認識
等を示している表現が相当数現れ，これらの表現
を通して女性は家庭内における地位をある程度確
保していたことを窺い知ることができる．これに
対し，韓国の諺には男尊女卑の性差別意識に基づ
いた表現が全般を成しており，終始一貫女性の劣
等を強調している．中には特に，女性に対するし
つけの一環としての暴力を示唆する表現も見られ，
男性に従属された韓国社会の女性の下等な地位様
相を窺い知ることができた．このような，女性の
地位様相の違いは，それぞれ違う方向に発展しつ
つあった両国社会における家父長制の影響力をよ
く反映したものと捉えることもできるであろう． 
 注記 
 
（１）日本の『故事ことわざの辞典』は，1982年に刊行
された『故事俗信ことわざ大辞典』をベースとし
て生まれたもので，本稿の研究範囲とされない慣
用句，俗信・俗説，ことば遊び・しゃれ・和歌・
俳句・川柳などの項目を省き，主に諺を中心に収
録している．さらに，事項別ことわざ索引が設け
られ，諺の言わんとする内容や，手がかりとなる
言葉，キーワードを分類し，それぞれに類似の項
目，あるいは，関連の深い項目をたやすく調べる
ことができるようになっている．韓国の『俗談辞
典』は，既存の諺辞典の中では最も代表的位置を
占めているものであり，かつ研究の資料として最
も信頼されている． 
（２）既婚の男性が髪にかぶる頭巾のようなもので，網
の形をしている． 
（３）口がうるさく小言の多い男性を小粒の粟にたとえ
ていう表現である． 
（４）死者の霊魂を慰める巫俗の儀式の一種である「チ
ノギセナン」の略語であり，一名「チノギクッ」
とも呼ばれる．これに関して，崔吉城（1996）は，
「チノギクッ（死霊祭）」という，死の不浄を清め，
霊魂をあの世に送る意味の巫儀がある．この死霊
祭は不浄の清めを促進する意味もあって，喪の期
間内に行われることもあると述べている． 
（５）丁卯胡乱（1628）と丙子胡乱（1637）の際，清の
捕虜として強制的につれて行かれた後，清との講
和条約が結ばれることによって送還されてきた女
性を指して「還郷女」と呼んだ．今日の品行の悪
い女性を指す言葉の「 （ファニャンニョン）」
は，この「還郷女」に由来するものである（キム
1999）． 
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Abstract
Contrastive Study of Proverbs in Japanese and Korean Languages
– Concerning the view on Men and Women –
Sujin KIM
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The purpose of this paper is to investigate and to clarify the characteristics of the view on men and women by
comparing Japanese and Korean proverbs and so we can get information to understand their cultural and traditional
backgrounds. It is very important to find the root of the modern view by studying the past.
The view on men and women in the proverbs of both countries is thoroughly based on the sexual discrimination,
that is, men are superior to women. Especially, the negative view on attribute of women is often included in this dis-
crimination.
Furthermore, there is big difference between the Japanese and Korean proverbs from the view point of social
position of men and women. Man and woman are as opposite as two poles in the Korean proverbs, while, the affir-
mative view on attribute of women frequently appears in the Japanese proverbs. Hence, Japanese women might
secure the higher position than Korean women in their houses.
